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1医療事故情報収集・分析・提供事業  

」bl ■l一  ・1十 や、▼・  竃・‥ハ斗、爪㌻丹  L≒し・・  
粟  

よこ・  

ドレーン、，チュ「ブ類の任用・管理に関する                         二13   〒・84  ー中心静脈フィン          1■  4  円   q  ■ 0  5  叩   6  0・    0  ∴■－3   16  
0  ． 0  0  0  0  0     0  ■∫0  0  l末梢動脈フィン         0  0  0  

4    0  0，    0  8  1気管チュー  ブ      ‘ 0・   q  0■・   2  q         q        甲  
2   0  t O  2  － 0     0  2  6  叩        ロ     q  ロ  
0   0  0  0  4  ∴0 ∴0    0  、こ 0  5  一栄養チエ十フ一（   ED）・      0，               、   q  

0  ・．．0  2  ／0  ・0     0   ▲0 3  】尿道カテ⊥  テル         0   0  、0            q         仁＼     ‾－  
0   0  ．1  7  0  4  ≡0    0  ・ 1 一夏   腔ドレーン∴         0        ロ                 L  

0  ’1  3  0  0 7    0    ∴1   4  一腹月空ドレ←  ン＼・       0   0  ゝ0一            q  
0   0▲    0  0 ■脳室上脳槽  ドレ⊥ン，      、0   0  0■、   q  0  0  0            ・   口  

0  0  0  丁 0    0  0  、0     0  0 木皮下持続吸引ドレ「ン       ■0             q              －   口  
0  0  0  0  0＼    0  一硬膜外カテ  丁・rル■．      ー0   0  0            q  

0  

斗その他ル丁ン、∴チュ丁ブ類の使用    一菅矧こ関する場面  0  5■‘ご  24  

5  ∴0 0  －0・   可      q  丁‾も‾    、’  
3       0   ’・その他の検体採           ・一0   0      0  阿  3  10－            1■   6  

ー一般撮影■、・  ，一，0  
2   0    －0   0  耶  2  0   0   0、    0  

tMR－1．。・  0、   0  2  －2  2  －0，．    0  5  
－  

さl重曹カテナテル  0       0  8  L甘：                                     ロ      q   6  0  

L10    、0・   0       0  2  木下部課化管  撮影              0      q    q  
O 0. 5 . 2 4        0  9  ・その他の画像検            0’   0            ，■  
3  円  6      ロ       0      四  ■上部消化管             0、  可  

■下部消化管            、－0   0    0∴  0  、・－0  3      2       0  
0  ．10  0      0       0  0  ト気g支輯∴－，           二∴0∴   0  0  

0  ∴∴0   0  二、1  5  0  ハ0「    0  5  lその他の内祝領         、0∴  
，二病理検査ヤ1∴  

2  ‥0   0  二101   0  耶  ロ  い0、、   ロ  ∴0・    0          干 
その他の検査に関する場面 0    0 8   

療壷上の場面に関する  2・二  、‡L365  

・気管内，1L口腔内吸弓           OL ■  0  10   0  L、 0  2  ■て0▼   0  ■ニニ0∴    0      2  
二0   0  、、0一   2  こ・2  5    0  2  110     0      9  

0       0  ・r・3  ’∴0   2  ■∴3    5  、、0、  4    ■0               四  
、■ 

8  1．   q  ＝ 0   ロ  2  6      0  ・0二    0  

0      4  14  13      2  ■0、    0      19                                      、 
0  0  阿   0・   0  2  

2  0  3  管             0  、、三0   ロ  印  
0  

3  2  7  9  22  6  l患者観察∴ノ                        叩                ＿＿き弓  
2  8  26  ■‘2  40  ■その他の療  養上の世話に関する場面ト、・      ニ2   4               8       0  ∴1Z  

0  ’■1  0     0   q     2   0  0      ロ         ‥2．   4  
0  4   0  0  0一    0   2  5  悸唾堅∴  
6  ・2   15  18  69  － i移動中17、L  
2  0  0  0  0  3  I外出，外泊中．       －1          q  ロ          旦＿  

6  0、  

■入冶中‘‘        円   ロ  ∴0   0  Ll  8  ’10、   ロ    0    0    ＼2  10  
2   4・  17  1 0    0  20  L0   0  、2          ∴   ロ  

ー就宅中．■・∴        ’3’   4   0   4  叫  6  2   3  TO     0      17  
！その他の療養生活に関する場面  1  7  2  4   5  33  0   2  8＝  46  

6   30  ：4   21．  12  52∴  0■   23  ，0＝    l  22 
未選択甲J  3、   29  二 3   10，  ∴16  ．50■  二4   15  LO■    2L  ，・26   106   

■■二合 計 Z9   152  38・   201  172  73ト  48＼   208  － 0・    ∴4  ニ287   1－296   

（注）「未選択」とは「発生場面」および「事故の程度」のチェックボックスを選択していないものを指す。  
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TI報告の現況  

図表Ⅱ－1－29 事故の内容×事故の程度  
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